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施 策 の ポ イ ン ト
　町中心部の官民複合施設内に、様々な機能を有し、子育てに関わる人や若い親が自由に集うことのできる
拠点施設を設置し、地域の中で子どもを育てる環境づくりを進める。

施　策　の　概　要
１．取組に至る背景・目的
　親の勤労意欲や若い世代のライフスタイルに合った子育て環境の充実が望まれていること、虐待をつくら
ない社会を目指したネットワークづくりへの転換が必要となっている等の状況から、子育てに自信と夢が持
てるような拠点をつくる必要がある。
２．取組の具体的内容
　平成24年６月にオープンした官民複合施設（オガールプラザ）の民間棟２階の一部を借り上げ、紫波町子
育て応援センターを設置。同センターは、子育て支援センター、放課後児童クラブ（こどもの家）、一時保
育機能を有する。
（1） 子育て支援センター　平成24年７月２日開設。保育所や幼稚園に入る前の乳児、幼児を対象に様々な活

動を通して子育てを応援する。日曜日、祝日を除く毎日午前９時～午後４時開所。
（2） 放課後児童クラブ　平成24年８月27日開設。放課後保護者が仕事などで家庭にいない小学生（１年生～

３年生）が過ごす場。月～金は下校時～午後６時、土曜日・長期休業は午前８時30分～午後６時に開館。
定員：50名。

（3） 一時保育　平成24年８月１日開設。都合により家庭で幼児を保育できない時に、一時的に預かる。対象：
町内在住の満１歳～就学前の幼児。開所：月～土（日曜・祝祭日・年末年始を除く）。定員：６名

３．施策の開始前に想定した効果、数値目標など
　乳児から中高生及び保護者、ボランティア等幅広い世代が施設を利用し、子育ての楽しさを共有できる取
り組みを継続的に実施する。
　年間来館者数　目標25,000人
４．現在までの実績・成果
　７月中利用者数：1,870人　　８月中利用者数：1,678人
５．導入・実施にあたり工夫した点や苦労した点とその対処法・解決策など
　建物の２階に設置するため、非常階段の配置等の安全対策や、隣接する施設への騒音対策のため床に制震
材を配置するなど配慮した。運営形態は、近郊の児童施設でも類のないものであり、年代の異なる児童の保
育を円滑に行うための工夫が必要であった。施設の設計・運営方法に、各施設の職員及び保護者等の意見を
反映し、保育環境の向上と円滑な運営を図っている。
６．今後の課題と展開
（1） 運営の安定化とサービスの向上：運営体制を安定させ、落ち着いて保育できる環境を確保するとともに、

利用者の満足度向上のため総合的なサービス充実を図る。
（2） オリジナリティーの確立：子育て支援施設の形態が多様化する中、「子育て応援センターならでは」の

良さを確立し、幅広く支持される施設を目指す。
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